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‌

◇
現
在
の
状
況
と
課
題
を

ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か�

　

‌

▼
松
﨑
勉
相
談
役�　

全
体

的
な
作
業
員
不
足（
特
に
建

築
系
）に
よ
り
、工
期
が
簡
単

に
延
長
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、工
程
管
理
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
の
で
、人
員
の
配
置

が
計
画
的
に
で
き
ず
、生
産

性
も
悪
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
工
期
延
長
が
、主
に
建
築

系
の
要
因
に
よ
る
場
合
、経

費
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
コ
ス
ト
に

も
影
響
し
て
い
ま
す
。そ
の

影
響
と
し
て
無
視
で
き
な
い

の
は
、得
意
先
か
ら
の
工
事

依
頼
に
応
え
ら
れ
な
い
点
で

す（
工
期
延
長
に
よ
り
作
業

員
配
置
が
う
ま
く
い
か
な

い
）

　

‌

▼
坂
本
幹
夫
会
長�　

県
内

の
大
型
物
件
は
昨
年
、
ほ
ぼ

発
注
が
完
了
し
て
は
い
ま
す

が
、着
工
準
備
に
時
間
が
か

か
り
、諸
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
、
そ
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。現
在
、最
も

苦
労
し
て
い
る
の
が
、配
置

技
術
者
・
電
工
作
業
員
不
足

で
す
が
、工
期
延
長
も
わ
れ

わ
れ
専
門
工
事
業
に
と
っ
て

は
問
題
で
す
。建
築
躯
体
の

遅
れ
が
そ
の
ま
ま
、電
気
設

備
に
影
響
し
て
く
る
状
況

は
、
い
か
ん
と
も
変
え
ら
れ

な
い
根
本
的
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。工
期
の
遅
れ
が
そ

の
ま
ま
、
そ
の
後
の
受
注
済

み
工
事
に
影
響
し
、建
設
業

全
体
と
し
て
、工
期
を
守
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

早
急
に
解
決
で
き
る
問
題
で

も
な
く
、取
り
も
直
さ
ず
業

界
と
し
て
最
善
を
尽
く
し
、

福
島
復
興
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す

　

‌

▼
大
槻
博
太
副
会
長�　

復

興
関
係
の
物
件
は
今
ま
で
と

は
規
模
の
点
で
大
き
く
相
違

し
て
い
ま
す
。一
現
場
当
た

り
の
技
術
者
数
が
多
く
な

り
、技
術
者
の
需
要
と
供
給

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
化
に
拍
車
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技術継承、人材育成が急務

が
掛
か
っ
て
い
る
状
況
で

す
。ま
た
入
札
後
に
工
期
延

長
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

事
前
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
機
関
等
あ
れ
ば
便
利
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

　

‌

▼
八
巻
正
隆
副
会
長�　

災

害
公
営
住
宅
、震
災
伝
承
館

な
ど
復
興
関
連
施
設
の
完
成

引
き
渡
し
式
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
、明
る
い
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
ま
す

　

‌

▼
佐
藤
脩
一
副
会
長�　

県

内
の
受
注
環
境
は
、地
域
格

差
は
有
る
も
の
の
、新
年
度

を
迎
え
、受
注
残
は
例
年
よ

り
増
大
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。た
だ
、建
築
物
件
に
つ
い

て
は
、一
部
の
専
門
業
種
の

不
足
に
よ
り
、予
定
通
り
の

工
期
で
竣
工
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、配
置
技
術
者
の
有
効

活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す

工
期
延
長
の
影
響
深
刻

　

‌

◇
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
で
し
ょ
う
か�

　

‌

▼
松
﨑
相
談
役�　

建
築
工

程
が
不
透
明
な
中
で
は
、施

工
図
を
充
実
さ
せ
、工
程
管

理
に
意
を
用
い
て
極
力
、先

行
作
業
が
で
き
る
よ
う
、担

当
者
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。協
会
と

し
て
は
、特
に
官
庁
発
注
工

事
に
お
い
て
、適
正
な
工
期

を
設
定
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
協
議
し
ま
す

　

‌

▼
坂
本
会
長�　

若
手
技
術

者
・
電
工
員
の
養
成
が
急
務

で
す
。高
齢
者
の
定
年
年
齢

の
延
長
等
で
対
応
し
て
い
ま

す
が
、若
手
育
成
に
は
ど
う

し
て
も
５
年
程
度
の
日
数
が

必
要
で
あ
り
、現
在
の
需
要

に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

い
。５
年
後
の
社
会
状
況
が

ど
う
な
る
か
考
え
る
と
、若

手
人
員
の
確
保
に
も
躊
躇
し

て
し
ま
う
現
状
で
す
。そ
う

は
言
い
つ
つ
も
、若
手
採
用

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

労
働
者
か
ら
の
希
望
も
少
な

い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、当

然
と
し
て
待
遇
面
で
の
改

善
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
視
野

に
入
れ
、建
設
産
業
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
図
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
き
ま
す

　

‌

▼
大
槻
副
会
長�　

Ａ
ク
ラ

ス
で
も
企
業
規
模（
資
格
者

数
、施
工
経
験
、資
金
量
）は

違
い
ま
す
。あ
る
程
度
の
入

札
制
限
を
し
な
い
と
品
質
の

維
持
は
難
し
い
と
感
じ
ま

す
。ま
た
業
者
に
調
査
見
積

も
り
、予
算
づ
く
り
を
さ
せ

た
も
の
は
随
意
契
約
で
発
注

し
て
い
た
だ
き
た
い
。金
額

の
問
題
等
あ
り
ま
す
が
、時

限
的
に
市
場
が
落
ち
着
く
ま

で
の
措
置
と
し
て
お
願
い
し

ま
す

　

‌

▼
八
巻
副
会
長�　

建
設
資

材
搬
入
等
に
お
け
る
影
響
は

非
常
に
大
き
く
、順
番
待
ち
、

配
給
制
な
ど
納
入
期
限
の
誓

約
を
取
る
の
に
時
間
が
か
か

り
、現
場
の
工
期
、工
程
に
多

大
な
る
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。こ
の
遅
れ
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
、残
業
お
よ
び
休

日
出
勤
が
課
せ
ら
れ
、頭
が

痛
い
状
況
で
す

　

‌

▼
佐
藤
副
会
長�　

公
共
工

事
に
お
い
て
は
、国
の
予
算

が
決
定
し
、
そ
し
て
県
、
市

町
村
と
決
ま
っ
て
い
き
ま

す
。各
方
部
で
地
域
格
差
は

有
り
ま
す
が
、各
建
設
事
務

所
単
位
で
国
、県
、市
町
村
の

発
注
の
予
定
お
よ
び
平
準
化

に
な
お
一
層
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い

３
月
に
完
成
し
た
復
興
公
営

住
宅
・
笹
谷
団
地

技
術
者
の
能
力
向
上
必
要

　

‌

◇
電
設
業
界
の
将
来
に
向

け
て
必
要
と
考
え
る
施
策
を

教
え
て
く
だ
さ
い�

　

‌

▼
松
﨑
相
談
役�　
「
若
手

技
術
者
の
採
用
と
育
成
」と

「
書
類
だ
け
で
な
く
、施
工
状

況
の
竣
工
検
査
の
充
実
」で

す
　

‌

▼
坂
本
会
長�　

業
界
自
体

が
世
代
交
代
の
時
期
に
き
て

お
り
、
こ
の
問
題
に
も
取
り

組
み
な
が
ら
、同
時
に
、各
社

が
同
様
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、技
術
継
承
、人
材
育
成

に
今
後
も
全
力
を
挙
げ
て
い

き
ま
す
。独
自
で
研
修
制
度

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
社

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、多

く
の
会
社
は
そ
の
よ
う
な
制

度
に
は
手
が
回
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。昨
年
か
ら
日
本

電
設
工
業
会
と
当
協
会
で
も

集
合
研
修
等
を
実
施
し
て
、

何
と
か
現
状
打
開
に
取
り
組

み
始
め
た
ば
か
り
で
す

　

‌

▼
大
槻
副
会
長�　

協
会
員

が
受
注
し
完
成
さ
せ
た
工
事

の
完
成
図
書
を
協
会
と
し
て

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
化
す
る
。ま

た
適
宜
発
注
さ
れ
る
小
工
事

も
管
理
し
、最
新
の
状
況
を

管
理
で
き
て
い
る
こ
と
が
、

イ
コ
ー
ル
協
会
の
存
続
に
も

係
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

　

‌

▼
八
巻
副
会
長�　

協
会
を

通
じ
て
、企
業
間
の
さ
ら
な

る
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
お

互
い
協
力
の
下
、若
者
に
魅

力
あ
る
組
織
を
作
り
上
げ
で

い
き
た
い

　

‌

▼
佐
藤
副
会
長�　

当
協
会

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ
を
積
極
的
に
実
施

し
、教
育
機
関
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
継
続
的
に
実
施
し
、人
材

の
確
保
、技
術
伝
承
、若
者
の

県
外
流
出
を
避
け
た
い
と
思

い
ま
す

若
者
に
魅
力
あ
る
組
織
へ

　

県
内
は
学
校
施
設
な
ど
の
復
旧
工
事
が
完
成
し
、大
規
模
拠
点
施
設
や
復
興
公
営
住
宅
が
続
々
と
着
工
段

階
を
迎
え
る
と
と
も
に
、避
難
区
域
等
で
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
も
姿
が
見
え
始
め
、「
復
旧
」か
ら「
復
興
」へ
と

ス
テ
ー
ジ
が
移
行
し
て
き
た
。一
方
で
、震
災
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
事
業
量
の
増
加
に
伴
う
人
手
・

資
材
等
不
足
な
ど
の
問
題
は
、行
政
が
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
解
決
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら

に
は
建
設
業
の
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
人
材
育
成
・
確
保
の
問
題
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。当
協
会
は
、

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、本
県
の
復
旧
・
復
興
に
貢
献
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、27
年
度
も
重
要
な
一

年
と
な
る
。松
﨑
勉
相
談
役
、坂
本
幹
夫
会
長
、大
槻
博
太
・
八
巻
正
隆
・
佐
藤
脩
一
各
副
会
長
に
協
会
運
営
方

針
を
聞
い
た
。



（ 2）第 186号 平成 27 年４月 10日
　

県
総
合
設
備
協
会（
＝
坂

本
幹
夫
会
長
）は
１
月
30
日
、

福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
き
、

復
興
と
設
備
業
界
発
展
に
向

け
て
、構
成
３
団
体
が
一
致

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

当
協
会
、県
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
、県
設
備
設
計
事

務
所
協
会
の
会
員
・
賛
助
会

員
と
来
賓
合
わ
せ
て
約
２
０

０
人
が
出
席
し
た
。

　

坂
本
会
長
は「〝
設
備
は
一

つ
〟の
合
言
葉
の
下
、総
合
的

な
設
備
業
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
き
た
。今
年
は
避
難
住

民
へ
の
住
環
境
の
提
供
を
最

重
点
に
、低
炭
素
社
会
の
実

現
な
ど
の
事
業
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、地
域
設
備
業
が
担

う
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
の
松
本
英
夫
県
土
木

部
長
は
、復
興
公
営
住
宅
建

設
や
医
療
機
器
開
発
・
安
全

性
評
価
セ
ン
タ
ー
な
ど
拠
点

施
設
整
備
が
進
む
中
、「
建
物

に
息
を
吹
き
込
む
建
築
設
備

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、皆

さ
ん
の
経
験
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
技
術
力
が
不
可
欠
。連

携
を
密
に
し
て
施
設
整
備
に

取
り
組
み
、県
民
に
復
興
を

よ
り
実
感
し
て
も
ら
え
る
一

年
と
し
た
い
」と
祝
辞
を
述

べ
た
。吉
田
栄
光
県
議
会
土

木
委
員
長
は
本
県
復
興
、小

野
利
廣
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
長
は
県
内
建
設
産
業
の

持
続
的
発
展
な
ど
に
対
す
る

設
備
業
界
の
活
躍
に
期
待
し

た
。

　

協
会
顧
問
の
佐
藤
憲
保
自

民
党
県
議
会
議
員
会
長
の
発

声
で
乾
杯
し
、和
や
か
に
歓

談
し
た
。

第50回入札制度等監視委員会における意見・要望内容（県総合設備協会）と県の回答

調査票の項目 意見・要望内容 意見・要望内容に対する回答

総
合
評
価

配置予定技術者の実績
で、26年4月から現場代
理人の実績も評価対象
となったことについて

現場代理人が評価されるこ
とは、応札の幅が広がり大
変良いが、実績を過去15年
間までとしてほしい

【入札監理課】　評価対象期間の拡大は、単純に拡大すると全入札
参加者が加点対象となるなどの支障が生じる可能性もあるため、
近年の公共工事の発生状況や評価項目の得点状況等を十分検証し
ながら検討していく

入札参加者の多種多様
な取り組みを評価する
ために追加・修正すべ
き評価項目について

施工能力・優良工事表彰等
（簡易型・標準型）の加点対
象を特別簡易型と同様に過
去15年間としてほしい

【入札監理課】　設備関係（電気、通信、機械、暖冷房衛生）の「企
業の施工能力」の入札参加者等得点割合は、震災以降80％台を推
移している状況で、評価期間を単純に拡大すると全入札参加者が
加点対象となるなどの支障が生じる可能性があるため、近年の公
共工事の発生状況や評価項目の得点状況等を十分検証しながら検
討していく

入
札
不
調

技術者や作業員確保の
現状と対応策、また技
術者等不足に有効な取
り組みについて

時勢に応じた賃金の見直し、
待遇改善等を行っている。
技術者不足への対応は、引
退した経験者の再雇用、新
卒者の採用などを行ってい
るが、技術者養成機関（専
門学校等）の拡充、さらな
る常駐の緩和をお願いした
い

【建設産業室】　技術者不足への対応として以下の要件を緩和①一
体性または連続性がある工事や資材調達を一括で行う工事、さら
に相当部分を同一の下請で施工する場合でかつ現場相互の距離が
10km程度であれば、専任の主任技術者の兼務を可能とした（2件
程度）②専任の監理技術者等に求める3カ月以上の雇用関係を災
害復旧等の緊急を要する工事に限り3カ月未満でも可とした。　
　しかし、監理技術者等が行える工事監理には限界があるため、
公共性のある工作物に関する重要な工事では厳正な施工をより厳
格に確保する必要があり、これ以上の要件緩和は難しい

不調対策に有効と思わ
れる取り組みについて

発注時期の平準化 【農林技術課、技術管理課】　工事発注は、年度当初に年間計画を
定め、早期発注など計画的な発注に努めている。工事施工時期の
平準化のために債務負担の設定やゼロ県債も積極的に活用する

労務単価、最低制限価格の
引き上げ

【農林技術課、技術管理課】　設計労務単価は、毎年10月に国・県
等が公共工事を受注する建設業者の賃金台帳を基に労働者の賃金
実態を調査する公共工事労務費調査結果を基に国が都道府県別に
設定
【入札監理課】　最低制限価格等は、国の25年5月16日からの水準
引き上げを受け、県でも同9月10日から2％程度引き上げ、予定価
格の概ね87％～ 92％程度の水準にした。今後も国の動向等を見
据えながら工事の品質が図れるよう必要に応じて見直す

工事書類の簡素化、現場代
理人のさらなる常駐緩和

【農林技術課、技術管理課】　工事書類簡素化はこれまでも取り組
んできた。さらなる簡素化については具体的に要望してほしい
【入札監理課】　現場代理人の常駐緩和は、25年9月から県の発注
機関が異なる場合でも品質確保や安全監理に支障が無い工事に限
り対象とできるよう拡大した。さらなる常駐緩和は、常駐義務緩
和の実態や品質確保・安全管理への影響等を確認し、拡大の可否
を検討する

状況による次年度への繰り
越し

【農林技術課、技術管理課】　必要に応じ特別な事情で年度内に完
了できない工事は、繰越承認により年度をこえた適正な工期を確
保するなど柔軟な対応を図っていく

電
子
入
札

電子入札・閲覧の拡大
について

パソコン上で図面・文書を
閲覧・入札ができて大変良
い。拡大方向で願いたい。
閲覧文書の文字が、不鮮明
で見えない時がある

【農林技術課、技術管理課】　適正な閲覧図書の作成に努める

全ての入札の電子化を進め
ていほしい

【入札監理課】　入札の電子化を推進していく考えだが、電子入札
利用登録者が工事等請負有資格者数の3割程度にとどまっている
現状では登録者の拡大が課題だと認識している

入
札
参
加
資

格
要
件
等

下請業者から社会保険
未加入業者を排除する
ことについて

2次・3次下請業者は、まだ
会社組織にしていない業者
もあり、一律に排除するこ
とは時期尚早ではないか

【入札監理課】　下請業者の社会保険未加入対策は、意見等を考慮
し、今後の対応を検討していきたい

新卒者を採用した場合、
主観的事項の評価項目
としたことについて

新卒採用は、おおいに評価
したいが、若手の転職者（中
途採用者）も評価項目に入
れてほしい

【入札監理課】　23年4月1日以降に卒業した者であれば、中途採用
者であっても新卒者と同様に加点対象にしている

品
確
法
等

３
法
改
正

法改正を踏まえ、発注
者に対する意見

現場の作業員不足等により、
工期が遅れることも予想さ
れる大型工事等は、適正な
工期設定をお願いしたい

【農林技術課、技術管理課】　適正な工期設定は、債務負担行為制
度を活用し年度をこえた工期での発注を行うなど平準化に取り組
んでいる。必要により年度内に完了できない工事は繰越承認によ
り年度をこえた適正な工期を確保するなど、柔軟な対応を図って
いく

そ
の
他

入札制度に関する意見 発注予定工事を可能な限り
詳細に、なるべく早く公表
してほしい

【農林技術課、技術管理課】　工事等の発注見通しは、今後も可能
な限り早期に公表するとともに、精度向上に努め、応札しやすい
環境づくりに取り組みたい

3000万円以上の下請が予測
される工事は、応札条件に
特定建設業許可業者の制限
を付け加えてほしい

【入札監理課、建設産業室】　契約後に施工体制が決まるケースも
あり、下請金額がどの程度か事前に予測困難なため、入札参加資
格条件には設定していないが、建設業法の規定に基づき、下請代
金の額が3000万円（建築工事4500万円）以上の場合は特定建設業
許可が必要

‌

一
年
間
の
活
躍
を
願
い
乾
杯

す
る
出
席
者（
上
）と（
中
段

右
か
ら
反
時
計
回
り
に
）坂

本
会
長
、松
本
部
長
、小
野
会

長
、吉
田
委
員
長�

復
興
、業
界
発
展
へ
団
結

県
総
合
設
備
協
会
が
賀
詞
交
歓
会
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線
・
機
器
取
付
、幹
線
通
路
圧

着
な
ど
▽
３
日
目
／
作
図
＝

Ｐ
Ｃ
に
よ
る
木
造
住
宅
の
電

灯
設
備
、照
明
プ
ラ
ン
作
成

▽
４
日
目
／
積
算
＝
３
日
目

に
製
図
し
た
も
の
か
ら
数
量

拾
い
出
し
、直
接
工
事
費
の

計
算

　

◆
旭
電
気
工
事
▽
１
日
目

／
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

現
場
研
修（
大
甕
小
学
校
大

規
模
改
造
）▽
２
日
目
／
現

場
体
験（
木
造
住
宅
）、仮
設

工
事
用
電
灯
盤
組
立
▽
３
日

目
／
製
図（
手
書
き
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
）▽
４
日
目
／
製
図
、積
算

　

◆
相
双
電
気
▽
１
日
目

／
斎
場
改
修
に
伴
う
照
明

器
具
の
取
り
外
し
実
習
▽

２
日
目
／
前
同
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
場
高
圧
受
電
設

備
見
学
▽
３
日
目
／
配
電

設
備
工
事
実
習
▽
４
日
目

／
住
宅
新
築
電
気
設
備
実

習
、
電
気
設
備
配
線
設
計

実
習

　

◆
青
田
電
気
商
会
▽
１
日

目
／
工
事
新
築
現
場
で
の
資

材
運
搬
、
３
路
ス
イ
ッ
チ
の

結
線
実
習
▽
２
日
目
／
小
学

校
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
現

場
で
の
ア
ー
ス
工
事
、工
具

を
使
用
し
た
軽
作
業
等
体
験

▽
３
日
目
／
冷
凍
機
工
場
で

の
高
圧
端
末
処
理
・
減
圧
試

験
見
学
▽
４
日
目
／
小
学
校

耐
震
改
修
で
の
天
井
内
配

線
・
埋
込
Ｂ
Ｏ
Ｘ
配
管
等
の

説
明
・
現
場
見
学

※
左
に
生
徒
の
感
想
文
掲
載

　

県
は
、
４
月
１
日
付
定
期

人
事
異
動
を
行
っ
た
。土
木

部
の
幹
部
級
人
事（
関
係
抜

粋
）は‌〈
左
表
〉�の
通
り
。

　

部
長
に
は
大
河
原
聡
道
路

担
当
次
長
、技
監
に
は
室
井

良
文
企
画
技
術
担
当
次
長
が

昇
格
。次
長
は
企
画
技
術
担

当
に
鈴
木
典
弘
都
市
担
当
次

長
、道
路
担
当
に
佐
藤
岩
男

道
路
計
画
課
長
、河
川
港
湾

担
当
に
大
谷
誠
二
い
わ
き
建

設
事
務
所
長
、都
市
担
当
に

杉
明
彦
会
津
建
設
事
務
所

長
。参
事
に
関
根
康
孝
都
市

計
画
課
長
、堀
田
洋
一
南
会

津
建
設
事
務
所
長
。

　

次
長
級
の
出
先
事
務
所
長

に
は
県
中
・
鈴
木
良
治
土
木

企
画
課
長
、会
津
若
松
・
島
俊

秀
喜
多
方
建
設
事
務
所
長
、

い
わ
き
・
前
田
和
則
河
川
整

備
課
長
を
充
て
た
。

　

建
築
住
宅
課
長
に
は
蓮
沼

敏
郎
建
築
指
導
課
長
、建
築

指
導
課
長
に
は
斎
藤
祐
一
営

繕
課
長
が
回
り
、営
繕
課
長

に
は
川
音
真
悦
建
築
住
宅
課

主
幹
が
就
い
た
。

　

相
双
支
部
の
26
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
は

１
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
行
わ
れ
、県
立
小
高
工
業

高
校
の
生
徒
が
現
場
見
学
や

作
業
体
験
を
通
し
て
、電
気

工
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
た
。

　

同
支
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
は
昨
年
に

続
き
２
回
目
で
、電
気
科
２

年
生
７
人
が
参
加
し
た
。旭

電
設
工
業
㈱
、旭
電
気
工
事

㈱
、相
双
電
気
㈱
、㈱
青
田
電

気
商
会
が
生
徒
を
引
き
受

け
、各
社
が
工
夫
を
凝
ら
し

て
４
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
ん
だ
。

　

各
社
の
実
習
内
容
は
次
の

通
り
。

　

◆
旭
電
設
工
業
▽
１
日
目

／
業
務
内
容
説
明
、安
全
作

業
に
つ
い
て
、高
所
作
業
者

操
作
実
演
、現
場
視
察
▽
２

日
目
／
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

施
設
工
事
現
場
実
習
＝
配

　

今
回
の
４
日
間
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
、

自
分
の
中
に
あ
っ
た
電
気
工

事
に
つ
い
て
の
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
が
瞭
然
と
し
た
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
よ
い
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、大
変
多
く
の
事
が

学
べ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、電
気
工
事
は
一
つ

の
事
業
者
だ
け
で
行
う
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
建
設
会
社
、電
気
工

事
会
社
、水
道
会
社
な
ど
の

多
く
の
会
社
の
方
と
連
携
を

と
ら
な
い
と
で
き
な
い
事
が

分
か
り
驚
き
ま
し
た
。電
気

工
事
を
行
う
に
は
、技
術
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
判
断
力

が
重
要
な
職
業
だ
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
現
場
の
体
験
で
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
換
え
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
Ⅴ
の
電
圧
が
き
て
い

る
コ
ン
セ
ン
ト
で
し
た
の
で

少
し
怖
か
っ
た
で
す
が
、丁

寧
な
指
示
の
お
か
げ
で
、
う

ま
く
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、事
務
体
験
で
は

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
い
、自
分
の
理

想
の
部
屋
を
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
拾
い
出
し
、積
算

を
行
い
、
ど
の
く
ら
い
の
お

金
が
か
か
る
の
か
調
べ
ま
し

た
。事
務
作
業
の
大
切
さ
と

難
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
自

分
の「
働
く
」と
い
う
こ
と
の

イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
確
実
な
も

の
に
で
き
た
の
で
良
い
体
験

に
な
り
ま
し
た
。様
々
な
事

を
教
え
て
い
た
だ
き
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

働
く
イ
メ
ー
ジ
ふ
く
ら
む

県
立
小
高
工
業
高
校　

古
小
高
大
輝

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、高
校
生
活
で
体
験
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

１
日
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
初
日
で
す
ご
く
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
１
日
を

過
ご
し
て
い
く
中
で
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。研
修

内
容
は
、初
め
て
高
所
作
業

車
に
乗
っ
た
り
、自
分
で
運

転
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、一
日
現
場
で

の
作
業
で
器
具
の
取
り
付
け

や
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
か
ら
の
幹

線
・
通
線
・
接
続
で
、
特
に

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
か
ら
の
通
線

と
接
続
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
通
線
で
は
、
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
中
か
ら
Ｃ
Ｖ
Ｔ
―
60

㍉
平
方
㍍
を
通
し
て
逆
の
方

で
引
っ
張
っ
て
通
線
す
る
形

で
、Ｃ
Ｖ
Ｔ
―
60
㍉
平
方
㍍

が
す
ご
く
重
く
引
っ
張
る
の

が
大
変
で
し
た
。圧
着
も
や

ら
せ
て
も
ら
っ
て
、油
圧
の

機
械
を
使
っ
て
や
っ
た
の
で

す
が
、昔
は
人
手
で
や
っ
て

い
た
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　

３
、
４
日
目
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

架
空
の
自
分
の
家
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
コ
ン
セ
ン
ト
、照
明

器
具
の
場
所
、個
数
な
ど
を

作
図
し
て
数
量
表
を
だ
し
、

積
算
し
て
、見
積
り
が
で
き

て
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、
４
日
間
と
い
う
短
い

間
で
し
た
が
、普
段
は
で
き

な
い
体
験
が
で
き
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。こ
の
経
験
を
１
年

後
の
就
職
活
動
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。４

日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

旭
電
設
工
業
㈱
、
旭

電
気
工
事
㈱
で
実
習

・ 部長 大河原聡　(次長・道路)

・ 技監 室井良文　(次長・企画技術)

・ 政策監 佐藤孝男　(総務部次長)

・ 次長・企画技術担当 鈴木典弘　(次長・都市)

・ 次長・道路担当 佐藤岩男　(道路計画課長)

・ 次長・河川港湾担当 大谷誠二　(いわき建設事務所長)

・ 次長・都市担当 杉　明彦　(会津建設事務所長)

・ 参事・土木総務課長 二瓶正浩　(一般廃棄物課長)

・ 参事 関根康孝　(都市計画課長)

・ 参事 堀田洋一　(南会津建設所長)

・ 建築住宅課長 蓮沼敏郎　(建築指導課長)

・ 建築指導課長 斎藤祐一　(営繕課長)

・ 営繕課長 川音真悦　(建築住宅課主幹)

・ 県中建設所長 鈴木良治　(土木企画課長)

・ 会津若松建設 島　俊秀　(喜多方建設事務所長)

・ いわき建設 前田和則　(河川整備課長)

・ 喜多方建設 木村正美　(まちづくり推進課長)

・ 南会津建設 佐藤善治　(道路整備課長)

・ 富岡土木 矢内誠一郎(河川計画課副課長兼主任主査)

・ 福島空港 本田伸一　(企業局いわき事務所長)

・ 県北流域下水道建設 遠藤洋一　(土木企画課主幹)

・ 県中流域下水道建設 青山　徹　(道路管理課主幹兼副課長)

◇県土木部の主な幹部人事(新任分)

部長・次長級

本庁課長

出先事務所長

‌

現
場
実
習
す
る
生
徒
ら�

新
部
長
に
大
河
原
氏

県
土
木
部
人
事　

室
井
氏
が
技
監
就
任

インターンシップ

２
年
生
７
人
が
職
業
体
験

相
双
支
部
で
小
高
工
高
を
支
援

就
職
へ
貴
重
な
経
験

県
立
小
高
工
業
高
校　

佐
藤　

淳
平
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

を
経
て
被
災
地
で
は
復
興
に

向
け
た
本
格
的
な
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、

福
島
県「
浜
通
り
地
区
」は
他

の
被
災
地
と
は
違
い
、原
発

事
故
の
影
響
で
復
興
が
大
幅

に
遅
れ
て
お
り
、復
興
に
関

す
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

等
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
島
県
は
、国
際
的
な
観

点
か
ら
も
①
地
域
復
興
と
地

域
再
生
②
福
島
原
発
30
年
廃

炉
計
画
③
地
域
除
染
計
画
推

進
―
の
動
向
に
注
目
さ
れ
て

お
り
、
復
興
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。地
域
再
生
、廃
炉

計
画
の
推
進
に
は
膨
大
な
マ

ン
パ
ワ
ー
と
頭
脳
・
シ
ン
ク

タ
ン
ク
パ
ワ
ー
が
必
要
で
、

実
現
に
は
廃
炉
計
画
推
進
の

最
前
線
基
地
・
い
わ
き
と
中

央
と
の
高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
重
要
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
東
京
駅
乗

り
入
れ
が
現
実
と
な
っ
た
本

年
を
契
機
に
、
国
・
県
・
い
わ

き
市
・
浜
通
り
市
町
村
協
議

会
は
、東
京
駅
と
い
わ
き
駅
、

仙
台
駅（
東
京
→
上
野
→
水

戸
→
い
わ
き
→
南
相
馬
→
仙

台
）
を
結
ぶ「
復
興（
新
）
常

磐
・
新
幹
線
整
備
計
画
」

（
ロ
ー
カ
ル
型
・
山
形
新
幹
線

並
み
）の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
て
ほ
し
い
。

各
商
工
会
議
所
・
商
工
会
が

中
心
と
な
っ
て「（
新
）常
磐
・

新
幹
線
整
備
促
進
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
い
わ
き
市
に

は
、整
備
調
査
室
を
置
き
、可

能
性
調
査
を
始
め
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す（
広
報
副
委
員

長
・
三
浦
光
博
）。

会

員

の

声

先
人
達
の
努
力

次
世
代
に
継
承

２
泊
３
日
の
旅

豪
雪
と
災
害

白

河

支

部

相

双

支

部

い
わ
き
支
部

会

津

支

部

福

島

支

部

　

早
春
の
穏
や
か
な
日
、家

族
と
２
泊
３
日
の
旅
に
出
ま

し
た
。

　

初
日
は
高
速
道
路
を
南
下

し
根
津
成
田
山
新
勝
寺
を
参

拝
。
ピ
カ
ソ
、
モ
ネ
、
シ
ャ

ガ
ー
ル
等
を
展
示
す
る
Ｄ
Ｉ

Ｃ
川
村
記
念
美
術
館
を
見
学

後
、
ホ
テ
ル
椿
山
荘
に
宿
泊

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
新
宿
御
苑
の
庭

を
散
策
し
、損
保
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
美
術
館
で
ゴ
ッ
ホ

作「
ひ
ま
わ
り
」、
ゴ
ー
ガ
ン

　

南
会
津
町
に
お
け
る
今
年

度
の
大
雪
は
昭
和
56
年
度
以

来
、過
去
２
番
目
の
大
雪
で
、

２
８
５
㎝
の
積
雪
を
記
録
し

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
記
録

的
な
大
雪
の
中
、日
々
除
雪

作
業
に
追
わ
れ
な
が
ら
日
常

業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

雪
の
降
ら
な
い
地
方
の
方
に

は
想
像
も
つ
か
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、大
雪
の
日
は

現
場
作
業
を
休
ん
で
除
雪
作

業
だ
け
で
一
日
が
終
わ
り
ま

す
。

　

時
々
、福
島
市
郊
外
の
あ

づ
ま
運
動
公
園
へ
散
歩
に
出

か
け
ま
す
。

　

園
内
を
歩
い
て
い
る
と
、

道
端
に
除
雪
さ
れ
て
い
た
雪

も
す
っ
か
り
消
え
、芝
生
の

上
で
は
子
供
た
ち
や
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
先
日
は
福
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
開
幕
試
合
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、吾
妻
山
に
は『
種
ま

き
う
さ
ぎ
』の
姿
が
現
わ
れ
、

春
の
到
来
を
感
じ
る
と
同
時

に
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。私

事
で
す
が
、子
供
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
４
月
か
ら
新
し
い
生

活
を
始
め
ま
す
。私
に
と
っ

て
は
昨
年
と
は
違
っ
た
新
年

度
に
感
じ
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、今

年
の
１
月
、福
島
支
部
会
員

の
皆
様
と
靖
国
神
社
へ
安
全

祈
願
の
参
拝
に
行
き
、今
年

が
終
戦
か
ら
70
年
目
の
年
に

な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

最
近
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
等
で
日
本

が
こ
の
70
年
間
戦
争
を
せ

ず
、
一
弾
も
発
射
せ
ず
、
テ

ロ
の
犠
牲
者
以
外
一
人
の
戦

死
者
を
出
し
て
い
な
い
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
復
興
を
成
し
遂
げ

ま
た
、世
界
有
数
の
経
済
大

国
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、改
め
て
平
和
主
義
と
先

人
達
の
努
力
に
感
謝
致
し
ま

す
。私
も
戦
後
生
ま
れ
で
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
で
す

が
、先
人
達
の
話
を
次
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・

佐
藤
卓
立
）。

作「
ア
リ
ス
カ
ン
の
並
木
道

マ
ル
ル
」、
セ
ザ
ン
ヌ
作「
リ

ン
ゴ
と
ナ
ッ
プ
キ
ン
」、
ル

ノ
ワ
ー
ル
作「
帽
子
の
娘
」な

ど
を
鑑
賞
。赤
坂
離
宮
赤
坂

本
店
で
昼
食
後
、目
黒
雅
叙

園
で「
百
段
雛
ま
つ
り
」を
見

学
し
、日
本
中
か
ら
お
出
ま

し
い
た
だ
く
人
形
文
化
の
最

高
峰
を
堪
能
し
ま
し
た
。六

本
木
ヒ
ル
ズ
で
の
買
物
を
挟

み
夕
方
、Ｇ
Ｐ
Ｈ
新
高
輪
に

到
着
。日
の
出
桟
橋
よ
り
、東

京
湾
１
周
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー

ズ
で
都
内
の
夜
景
を
楽
し

み
、船
内
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
フ

ル
コ
ー
ス
の
食
事
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
で
生
活

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

毎
日
、雪
片
付
け
を
さ
れ
て

い
ま
す
。で
す
か
ら
除
雪
中

に
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る

怪
我
・
死
亡
、
ま
た
除
雪
機

に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
幾
度
と
な
く
報
じ
ら
れ

た
こ
と
を
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
地
域
住
民
の
生
活
道

路
の
除
雪
が
間
に
合
わ
な
い

日
も
あ
り
ま
す
。県
、町
当
局

も
万
全
を
期
し
て
除
雪
に
当

た
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
し
、現
場
で
作
業
さ
れ
て

　

最
終
日
は
歌
舞
伎
座
で
、

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
松
竹
創

業
１
２
０
年
大
歌
舞
伎
を
見

て
帰
省
し
ま
し
た
。

　

目
黒
雅
叙
園
は
昭
和
の
竜

宮
城
と
呼
ば
れ
、建
物
の
特

徴
は
装
飾
の
破
格
な
豪
華

さ
。
桃
山
風
、
さ
ら
に
日
光

東
照
宮
の
系
列
ま
た
は
、歌

舞
伎
な
ど
に
見
ら
れ
る
江
戸

文
化
に
属
す
る
も
の
と
言
え

ま
す
。
な
か
で
も「
百
段
階

段
」は
そ
の
装
飾
の
美
し
さ

か
ら
見
て
も
、伝
統
的
な
美

意
識
の
最
高
到
達
点
を
示
す

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す（
㈱

浅
川
電
設
・
浅
川
誠
吾
）。

　
「
浜
通
り
地
区
」の
い
わ
き

市
、双
葉
町
村
の
地
域
再
生

は
、先
に
提
言
し
た「
母
都
市

構
想
」す
な
わ
ち
、
い
わ
き

市
を
中
心
と
し
た
市
町
村
再

配
備（
い
わ
き
市
が
受
入
れ

統
廃
合
を
見
据
え
た
）を
、各

町
村
民
と
話
し
合
い
を
進
め

な
が
ら「
双
葉
地
区
と
の
共

生
社
会
」を
確
立
し
、実
現
の

た
め
に
国
・
県
に
よ
る「
イ
ン

フ
ラ
整
備（
道
路
・
上
下
水

道
・
宅
地
開
発
・
工
業
団
地
造

成
等
）の
支
援
」「
都
市
計
画

の
見
直
し
に
よ
る
開
発
可
能

な
地
域
要
件
の
緩
和
策
」「
東

電
補
償
長
期
継
続
推
進
」を

推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、新
た
な「
企
業
」と

「
人
材
」の
集
積
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、浜
通
り
地
区
に

税
制
特
区
の
整
備
を
制
度
化

し
て
今
後
20
年
間
、
こ
の
地

区
の
既
存
・
進
出
企
業
は
法

人
税
の
無
税
化
、市
民
は
所

得
税
の
無
税
も
し
く
は
減
税

を
実
現
し
て
、「
仕
事
の
創

成
」「
企
業
と
人
材
の
集
積
」

「
経
済
循
環
の
達
成
」を
可
能

に
し
て
、
い
わ
き
市
と
双
葉

地
区
と
の
共
生
社
会
を
確
立

し
、輝
き
あ
る
未
来
社
会
の

実
現
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
住
宅
建
設
が
進
ま
な

い
現
状
の
中
、新
た
な
復
興

政
策「
第
三
の
矢
」の
策
定
が

必
要
で
す（
三
浦
電
気
工
事

㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

平
成
27
年
３
月
１
日
、
つ

い
に
常
磐
道
が
全
線
開
通
し

ま
し
た
。早
速
い
わ
き
市
か

ら
の
帰
り
に
、
い
わ
き
中
央

Ｉ
Ｃ
か
ら
南
相
馬
Ｉ
Ｃ
ま
で

走
行
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
日
曜
日
な
の
で
当

然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、驚
く
ほ
ど
多
く
の
車
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。車
が
多

い
う
え
に
片
側
１
車
線
な
の

で
、
か
な
り
、
ゆ
っ
く
り
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
い

ま
し
た
が
、意
外
と
流
れ
は

ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
の
で
ス
ト

レ
ス
も
感
じ
な
い
ま
ま
、
１

時
間
足
ら
ず
で
到
着
し
ま
し

た
。

　

い
わ
き
市
と
仙
台
市
の
中

間
に
位
置
す
る
南
相
馬
市
か

ら
は
、
ど
ち
ら
へ
も
１
時
間

程
度
で
行
け
る
よ
う
に
な

り
、
相
双
地
域
も
、
よ
う
や

く
高
速
交
通
体
系
の
幕
開
け

で
す
。

　

昨
年
は
、国
道
６
号
線
の

浪
江
～
富
岡
間
が
再
開
通

し
、一
般
車
輛
の
通
行
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。国
道
６

号
線
と
常
磐
道
は
、
い
わ
き

市
と
仙
台
市
を
結
ぶ
大
動
脈

と
な
り
、相
双
地
域
の
復
興

の
み
な
ら
ず
、
流
通
、
観
光
、

地
域
間
交
流
な
ど
多
方
面
で

役
立
っ
て
く
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す（
旭
電
気
工
事
㈱
・

渡
部
昌
彦
）。

い
る
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

方
々
が
深
夜
１
時
、
２
時
頃

か
ら
除
雪
に
当
た
り
、不
眠

不
休
の
日
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

豪
雪
地
域
に
暮
ら
し
て
い

る
住
民
の
安
全
、安
心
を
今

後
と
も
守
っ
て
い
た
だ
く
に

は
是
非
、除
雪
作
業
員
の
確

保
、作
業
員
の
高
齢
化
対
策
、

作
業
員
の
環
境
対
策
を
行
政

に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

電
設
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

頃
に
は
残
雪
も
少
な
く
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す（
㈱
和
泉

電
機
・
五
十
嵐　

敬
三
）。

協会のうごき
【１月】
８日•新年挨拶回り（県・関係機関）

•第３回正副会長・総務委員会合同会議（協会）
30日•福島県総合設備協会「新年賀詞交歓会」

　　　　　　　　　　　　　　（ホテル辰巳屋）
【２月】
16日•第３回技術・安全委員会（協会）

•第２回広報委員会（協会）
•第４回総務委員会（協会）

　※３月については該当なしです。

高
速
交
通
体

系
の
幕
開
け

浜
通
り
の
復
興
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